
道路運送車両の保安基準【2020.4.1】 

第17条 

－1－ 

第17条 高圧ガスを燃料とする自動車の燃料装置は、爆発等のおそれのないものとして、

強度、構造、取付方法等に関し告示で定める基準に適合するものでなければならない。 

２ 液化石油ガス（プロパン・ガス又はブタン・ガスを主成分とする液化ガスをいう。）を

燃料とする自動車の燃料装置は、爆発、燃料への引火等のおそれのないものとして、強

度、構造、取付方法等に関し告示で定める基準に適合するものでなければならない。 

３ 圧縮水素ガスを燃料とする自動車（二輪自動車、側車付二輪自動車、カタピラ及びそ

りを有する軽自動車、大型特殊自動車、小型特殊自動車並びに被牽引自動車を除く。）の

ガス容器、配管その他の水素ガスの流路にある装置は、当該自動車が衝突、他の自動車

の追突等による衝撃を受けた場合において、燃料が著しく漏れるおそれの少ないものと

して、燃料漏れ防止に係る性能及び構造に関し告示で定める基準に適合するものでなけ

ればならない。 

 

 


